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　平成24年度予算は、昨年末に選定された「環境未来都市」や「国際戦略総
合特区」の取組みを通じて、「環境」と「経済」の両立を図る「緑の成長戦略」
をさらに加速させ、人にやさしく元気なまちづくりを目指します。
　その中で平成 24年度予算の重点的に取り組むポイントを 5つの柱に整理
いたしました。

❶ 平成 24 年度予算のポイント
平成24年度予算を「環境未来都市創
造元年予算」と名付け、厳しい経済・
財政環境の中、持続可能で安定した
財政を確立・維持していきます。

① 環境未来都市・国際戦略総合特区関連等『緑の成長戦略』や地域経済対策の推進
	 　環境未来都市では、「環境」「超高齢化」「国際化」等の課題に取り組むことで、「誰もが暮らしたいまち」
	 「誰もが活力あるまち」の実現を目指します。
		 	　国際戦略総合特区では、福岡県、福岡市と連携して、アジアの活力を取り込み、環境を軸とした産業
	 の競争力を強化していきます。
	 　さらに地域経済活性化に向けた経済・雇用対策の取組みを強化します。

② 市制 50 周年事業の実施とシティプロモーションの展開や、中心市街地活性化
 など『にぎわいづくり』の推進
	 　平成25年2月に市制50周年を迎えるにふさわしい記念事業に取り組み、さらなる市民意識の共有と
一体感の醸成を図るとともに、将来を担う子ども達に夢や希望を与え、このまちの未来につなげます。

	 　併せて、シティプロモーションの強化や、中心市街地活性化の推進など、まちのにぎわいを創出します。

③ 子育て・教育、福祉・医療の拡充
	 　「元気発進!子どもプラン」や平成24年度からの「第三次北九州市高齢者支援計画」などに基づき、

	 子育て・教育、福祉・医療に関する施策の充実を図ります。

④ 災害対策の強化、防犯・暴追運動の推進など安全・安心なまちづくりの推進
	 　建築物の耐震診断・改修などの災害対策をより一層強化するとともに、防犯・暴追に向けた取組み等

	 にも力を注ぎ、安全・安心なまちづくりを強力に推進します。

⑤ 市民・地域との協働・連携の推進
	 　地域コミュニティを強化し、「人にやさしく元気なまちづくり」を市民、地域団体・企業などとの
	 協働・連携により進めます。

【健全な財政の確保】
　平成24年度における財源調整用基金の取崩額は、平成23年度予算と同水準の99億円になります。
これにより、単年度収支均衡の実現に目途を立て、「持続可能で安定した財政の確立」の実現を着実に
進めていきます。

【財源調整用基金の取崩額推移】（再掲）

❷ 平成 24 年度予算の内訳

依存財源
2,579億円
（46.7％）

その他経費
2,249億円
（40.7％）

自主財源
2,944億円
（53.3％）

義務的経費 
2,590億円 
（46.9％） 

投資的経費 
684億円 
（12.4％） 

その他 120億円 （2.2%） 

補助費等 315億円 （5.7%） 
市民等への補助金、企業会計への負担金など 

繰出金 421億円 （7.6%） 
国民健康保険特別会計や介護保険特別会計など 
特別会計への繰出金 

物件費 536億円 （9.7%） 
公共施設や市庁舎等の維持管理費（光熱水費、通 
信費、消耗品費等）など 

貸付金 857億円 （15.5%） 
中小企業などへの貸付金 

その他 234億円 （4.3%）

県支出金 194億円 （3.5%）
県からの補助金、負担金、委託金

市債 695億円 （12.6%）
銀行などからの借入金

地方交付税 570億円 （10.3%）
地方公共団体が標準的な行政サービスを提供でき
るように国税の一定割合を国から交付する税

国庫支出金 886億円 （16.0%） 
国からの補助金、負担金、委託金 

使用料・手数料ほか   361億円 （6.6%）

市税 1,577億円 （28.5%） 
個人市民税  454億円 
法人市民税  137億円 
固定資産税  694億円 
  など 

諸収入 1,006億円 （18.2%） 
市貸付金の返済収入  882億円 
宝くじ収益金収入  46億円 
  など 

公共施設の使用料収入や行政サービスの手数料収入
など

その他 591億円 （10.7%） 
　・建築行政費  150億円（2.7%） 
　・環　境　費  186億円（3.4%） 
　・消　防　費  124億円（2.2%） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　など 

教育費 342億円 （6.2%） 
学校教育、社会教育など 

総務費 406億円 （7.3%） 
市役所･区役所の運営など 

土木費 485億円 （8.8%） 
道路・公園の整備など 

子ども家庭費 558億円 （10.1%） 
子育て支援、保育、青少年育成、男女共同参画など 

保健福祉費 1,404億円 （25.4%）
保健・医療・福祉など

産業経済費 922億円 （16.7%）
地域経済・観光・文化の振興など

諸支出金 815億円 （14.8%）
借入金の返済（元金、利子）や企業会計への
負担金など

　　・公　債　費  679億円
　　・公営企業費  112億円
　　・そ　の　他  24億円

公債費 679億円 （12.3%） 
市の借入金（元金、利子）の返済 

扶助費 1,208億円 （21.9%） 
医療費の助成や生活保護費、保育所の運営費など 

普通建設事業費 684億円 （12.4%） 
道路、公園、学校など公共施設の整備費 

人件費 703億円 （12.7%） 
市職員の給与など 

 

	 	 平成24年度当初予算の内訳は、次のようになっています。

（1）	歳入予算の内訳（一般会計）

歳入総額  5,523億円

第2部  北九州市の平成 24 年度予算

5つの柱

依存財源
2,579億円
（46.7％）

その他経費
2,249億円
（40.7％）

自主財源
2,944億円
（53.3％）

義務的経費 
2,590億円 
（46.9％） 

投資的経費 
684億円 
（12.4％） 

その他 120億円 （2.2%） 

補助費等 315億円 （5.7%） 
市民等への補助金、企業会計への負担金など 

繰出金 421億円 （7.6%） 
国民健康保険特別会計や介護保険特別会計など 
特別会計への繰出金 

物件費 536億円 （9.7%） 
公共施設や市庁舎等の維持管理費（光熱水費、通 
信費、消耗品費等）など 

貸付金 857億円 （15.5%） 
中小企業などへの貸付金 

その他 234億円 （4.3%）

県支出金 194億円 （3.5%）
県からの補助金、負担金、委託金

市債 695億円 （12.6%）
銀行などからの借入金

地方交付税 570億円 （10.3%）
地方公共団体が標準的な行政サービスを提供でき
るように国税の一定割合を国から交付する税

国庫支出金 886億円 （16.0%） 
国からの補助金、負担金、委託金 

使用料・手数料ほか   361億円 （6.6%）

市税 1,577億円 （28.5%） 
個人市民税  454億円 
法人市民税  137億円 
固定資産税  694億円 
  など 

諸収入 1,006億円 （18.2%） 
市貸付金の返済収入  882億円 
宝くじ収益金収入  46億円 
  など 

公共施設の使用料収入や行政サービスの手数料収入
など

その他 591億円 （10.7%） 
　・建築行政費  150億円（2.7%） 
　・環　境　費  186億円（3.4%） 
　・消　防　費  124億円（2.2%） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　など 

教育費 342億円 （6.2%） 
学校教育、社会教育など 

総務費 406億円 （7.3%） 
市役所･区役所の運営など 

土木費 485億円 （8.8%） 
道路・公園の整備など 

子ども家庭費 558億円 （10.1%） 
子育て支援、保育、青少年育成、男女共同参画など 

保健福祉費 1,404億円 （25.4%）
保健・医療・福祉など

産業経済費 922億円 （16.7%）
地域経済・観光・文化の振興など

諸支出金 815億円 （14.8%）
借入金の返済（元金、利子）や企業会計への
負担金など

　　・公　債　費  679億円
　　・公営企業費  112億円
　　・そ　の　他  24億円

公債費 679億円 （12.3%） 
市の借入金（元金、利子）の返済 

扶助費 1,208億円 （21.9%） 
医療費の助成や生活保護費、保育所の運営費など 

普通建設事業費 684億円 （12.4%） 
道路、公園、学校など公共施設の整備費 

人件費 703億円 （12.7%） 
市職員の給与など 

 

歳出総額  5,523億円

（2）	歳出予算の内訳（一般会計）

（年度） 

（億円） 
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【参考】歳出の目的別内訳と全会計の予算額

　24年度の家計の収支500万円の内訳は、昨年に比べて4万円ほど収入・支出が増えました。

給与が減ったのですが、親から仕送りが増えたため、結果として預金の取崩も減っています。

支出については、増え続ける医療費をまかなうために食費や光熱水費、通信費等を切り詰め

ており、自宅の改築、車・電化製品の買替えについても必要なものだけをメリハリをつけて

行なっており、しっかりやりくりをしています。

予算額 

（　）数字は前年比 

光熱水費、通信費、修繕費など 

子どもへの助成・仕送り 

自宅の改築、車・電化製品の 
買替えなど 

預　　　金 

支　　　出 

食　　　費 

家族の医療費など 

銀行への借入金の返済 

友人などに貸すお金 

予算額

基本給（市税、使用料・手数料、財産収入など）

諸手当（地方譲与税、県税交付金）

友人などに貸していたお金の
返済金

預金の取り崩し

給　　　与

収　　　入

合　　　計 合　　　計

親からの
助成・仕送り

銀行からの借入れ

生活資金借入れ（臨時財政対策債）

自宅の改築等借入れ（その他市債）

（市債）

（国県支出金など）

（地方交付税）

（繰入金）

（貸付金元利収入）

64万円 
（△1万円） 

109万円 
（3万円） 

61万円 
（0万円） 

62万円 
（2万円） 

57万円 
（△1万円） 

67万円 
（0万円） 

2万円 
（0万円） 

78万円 
（1万円） 

500万円 
（4万円） 

175万円 （△3万円） 

20万円 （0万円） 

28万円 （2万円） 

35万円 （5万円） 

63万円 
（2万円） 

99万円 
（6万円） 

52万円 
（0万円） 

10万円 
（△2万円） 

81万円 
（1万円） 

500万円 
（4万円） 

195万円 
（△3万円） 

（物件費・維持補修費） 

（繰出金・補助費など） 

（投資的経費） 

（積立金） 

（人件費） 

（扶助費） 

（公債費） 

（貸付金） 

　北九州市の会計と家計ではお金の使い道も異なり単純に比較できないところもありますが、

市の予算を、年間の収支500万円の家計に置き換えると、次のようになります。

【参考】北九州市の家計簿　年間の収支500万円の家計に置き換えてみると…

依存財源
2,579億円
（46.7％）

その他経費
2,249億円
（40.7％）

自主財源
2,944億円
（53.3％）

義務的経費 
2,590億円 
（46.9％） 

投資的経費 
684億円 
（12.4％） 

その他 120億円 （2.2%） 

補助費等 315億円 （5.7%） 
市民等への補助金、企業会計への負担金など 

繰出金 421億円 （7.6%） 
国民健康保険特別会計や介護保険特別会計など 
特別会計への繰出金 

物件費 536億円 （9.7%） 
公共施設や市庁舎等の維持管理費（光熱水費、通 
信費、消耗品費等）など 

貸付金 857億円 （15.5%） 
中小企業などへの貸付金 

その他 234億円 （4.3%）

県支出金 194億円 （3.5%）
県からの補助金、負担金、委託金

市債 695億円 （12.6%）
銀行などからの借入金

地方交付税 570億円 （10.3%）
地方公共団体が標準的な行政サービスを提供でき
るように国税の一定割合を国から交付する税

国庫支出金 886億円 （16.0%） 
国からの補助金、負担金、委託金 

使用料・手数料ほか   361億円 （6.6%）

市税 1,577億円 （28.5%） 
個人市民税  454億円 
法人市民税  137億円 
固定資産税  694億円 
  など 

諸収入 1,006億円 （18.2%） 
市貸付金の返済収入  882億円 
宝くじ収益金収入  46億円 
  など 

公共施設の使用料収入や行政サービスの手数料収入
など

その他 591億円 （10.7%） 
　・建築行政費  150億円（2.7%） 
　・環　境　費  186億円（3.4%） 
　・消　防　費  124億円（2.2%） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　など 

教育費 342億円 （6.2%） 
学校教育、社会教育など 

総務費 406億円 （7.3%） 
市役所･区役所の運営など 

土木費 485億円 （8.8%） 
道路・公園の整備など 

子ども家庭費 558億円 （10.1%） 
子育て支援、保育、青少年育成、男女共同参画など 

保健福祉費 1,404億円 （25.4%）
保健・医療・福祉など

産業経済費 922億円 （16.7%）
地域経済・観光・文化の振興など

諸支出金 815億円 （14.8%）
借入金の返済（元金、利子）や企業会計への
負担金など

　　・公　債　費  679億円
　　・公営企業費  112億円
　　・そ　の　他  24億円

公債費 679億円 （12.3%） 
市の借入金（元金、利子）の返済 

扶助費 1,208億円 （21.9%） 
医療費の助成や生活保護費、保育所の運営費など 

普通建設事業費 684億円 （12.4%） 
道路、公園、学校など公共施設の整備費 

人件費 703億円 （12.7%） 
市職員の給与など 

 

●企業会計   1,131億円
上水道事業 313億円
工業用水道事業 27億円
交通事業 23億円
病院事業 269億円
下水道事業 499億円

●一般会計   5,523億円

国民健康保険 1,204億円 
競輪、競艇 1,091億円 
港湾整備 127億円 
公債償還 1,698億円 
介護保険 785億円 
後期高齢者医療 140億円 
 など 

●普通特別会計  5,147億円

【全会計の予算額】
　市の会計には一般会計のほか、普通特別会計と企業会計があり、平成24年度予算は総額で1兆1,801億円
となっています。

歳出総額  5,523億円

予算規模  1兆1,801億円

【目的別の歳出予算】
　一般会計の歳出予算を、教育費・土木費などの「行政的」に従って分類すると、次のようになります。


